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重み増すＦＲＢの役割
日本総合研究所理事 翁 百合

７
月
に
成
立
し
た
金
融
規

制
改
革
法
で
米
国
は
規
制
強

化
に
大
き
く
踏
み
込
ん
だ
。

銀
行
の
投
機
的
な
自
己
勘
定

取
引
を
禁
じ
る
ボ
ル
カ
ー
・

ル
ー
ル
導
入
な
ど
金
融
機
関

の
業
務
範
囲
の
自
由
度
や
規

模
が
制
限
さ
れ
、
米
国
の
金

融
機
関
経
営
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
高
い
。

規
制
監
督
体
制
も
大
き
く

変
化
す
る
。
特
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
米
連
邦
準
備
制
度

理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
役
割

と
責
任
が
重
み
を
増
す
こ
と

で
あ
る
。

第
一
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
従
来
は

銀
行
持
ち
株
会
社
だ
け
を
監

督
し
て
い
た
が
、
今
後
は
銀

行
や
証
券
な
ど
の
業
態
に
か

か

わ

ら

ず
、
大
手

金
融
機
関

を
一
元
的

に
監
督
す

る
権
限
を
持
つ
。
こ
う
し
た

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
権
限
強
化
に
対
し

て
、
議
会
で
は
批
判
的
な
議

論
も
あ
っ
た
が
、
ミ
ク
ロ
的

な
金
融
機
関
の
財
務
情
報
や

流
動
性
の
状
況
を
常
時
把
握

し
、
マ
ク
ロ
的
な
経
済
動
向

や
金
融
市
場
の
状
況
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
危
機
時
に
果
断

に
対
応
で
き
る
の
は
中
央
銀

行
の
み
黬
と
の
判
断
か
ら
黬
最

終
的
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
役
割
が
大

き
く
な
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
今
後
、

大
手
金
融
機
関
に
対
す
る
ボ

ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
や
自
己
資

本
比
率
規
制
の
適
用
、
破
綻

（
は
た
ん
）
処
理
計
画
策
定

な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を

具
体
化
す
る
上
で
必
要
な
多

く
の
実
務
的
指
針
を
一
定
期

間
に
作
成
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
指
針
作
り
に
は
多

く
の
監
督
当
局
と
の
調
整
が

必
要
に
な
る
。
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め

新
設
さ
れ
る
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
金
融
安

定
監
視
協
議
会
）は
財
務
省
、

連
邦
預
金
保
険
公
社
、
証
券

取
引
委
員
会
な
ど

も
の
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
ど
の

程
度
機
能
す
る
か
は
未
知
数

と
の
指
摘
も
多
い
。

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
景
気
回
復
の
遅

れ
て
い
る
米
国
経
済
を
金
融

政
策
面
で
支
え
る
だ
け
で
な

く
、
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
で

も
極
め
て
大
き
な
責
任
を
負

う
こ
と
に
な
る
。
ど
の
よ
う

に
こ
れ
ら
を
両
立
さ
せ
て
い

く
の
か
、手
腕
が
試
さ
れ
る
。


